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中小企業業況判断マイナス幅が拡大 
第１２９回中小企業景況調査 ７-９月期中小企業基盤整備機構調査 

 
業況判断 
製造業では、輸送用機械器具が▲31.5Ｐと前期差▲14Ｐとマイナス幅が大きく拡大した。化学が▲

23.3Ｐ前期比 11.8Ｐ、機械器具が▲24.7Ｐで前期差 10Ｐとマイナス幅が拡大した。鉄鋼・非鉄金属
は、３回続けてマイナス幅が拡大した。 

 
採算（経常利益） 
 全産業の採算は、▲31Ｐ前期差▲2.9Ｐとマイナス幅が拡大した。製造業は、▲28Ｐ前期差▲3.5P
とマイナス幅が拡大した。 

 
業況判断将来見通しでは、金属製品、機械器具、電気・情報通信機械器具ではマイナス幅が縮小す

る見通しであるが、鉄鋼・非鉄金属、輸送用機械器具ではマイナス幅が拡大する見通しとなっている。 
多くの中小企業は、欧州危機、中国の景気動向、円高等による輸出の減退を懸念している。 
※レポートの詳細は、独立行政法人中小企業基盤整備機構経営支援情報センターで確認できます。 
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